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てきたにもかかわらず 順調に進んでいるとはいえない。漁民は出資金を払って村の漁協に加入するが、加入者はあまり増 ず、またいったん加入したもの その後は幽霊会員となって 場合が多くその経営は順調ではな 。漁協の役割のひとつ 漁船や漁具購入ための貸し付けである。漁業海洋資源開発省（以下、漁業省）が一定額を村の漁協に貸し付け 漁協は組合員に貸し付けを行う。利息の一部が漁協の資金となり、港や浜の整備や村落発展 ため 役立てられることになっている。一九八〇年代半ばまでは船外機付モーターボートや沿岸域で操業する四、五人乗りの小型動力漁船 （
inboard 
single day boat 、総トン数から




ら増加する。タンクボートを漁協からローンを組んで購入するためには、その比率は漁協によっ 異なるが、頭金が必要である。しかし、漁獲量が一定せず、たとえ大型動力漁船 よる操業であっても天候に左右され ちな漁業という性格上、毎月のローン返済は容易ではない。そのため、多くの 民は漁船を購入するにあたり、購入した漁船を抵当に頭金を魚卸商など有力魚商に頼ってい ことが多い。漁獲の一部ある は大半 販売委託の名目で魚商に渡し、魚商からは売上金から借金分 差し引いて受け取るシステムが定着しいった。つまりローンを組む あたり、頭金を用立ててくれに負債を抱えることになり、その後の販売も任せることになるのである。運よく大漁に恵まれ、成功した漁民もいるが 多くの漁民は最終的に有力魚商に漁船を差し押
さえられているのが実情である。　
統計上では大型動力漁船数は

















南岸では一九八〇年代からモルディヴ・フィッシュ（カツオ節に類似した加工品）の製造促進が行われていた。カツオが大漁に水揚げされたときに安価 払い下げてもらい、加工販売をしていた。しかし、カツオの水揚げが減少し、また大消費地であるコロンボに運搬したほうが収益が上がることから、地元に卸される は徐々 減少し、近年ではモルディヴ・フ
ッシュ製造に従事する女性は少なくなった。同様のことが北部や東北部でおこっている。特定非営利活動法人ＰＡＲＣＩＣ よれば、内戦中は流通が滞り魚が売れなかったため、獲れすぎ 魚を安価で購入し、ドライフィッシュを製造していた。このドライフィッシュ製造のプロジェクト 内戦で男性の働き手を失 女性の自立支援として実施 しかし、大消費地に良質のドライフィッシュを輸送することが可能になっ ものの、同時に水揚げ後に鮮魚のまま輸送し、大漁の場合は冷凍庫への保存にまわされるようになったため、ドライフィッシュ 材料魚の確保が困難になり、活動に支障が生じてきた（参考文献①） 。　
第四はリゾート開発に関連する
問題である。内戦中は無人と っていた東岸の浜に南西モンスーン期に南岸や西岸から 漁民の移動が再開され 。漁獲量は減少しているものの、以前と同じように地曳網漁も復活し、またモーターボートでの沿岸漁業も再開された。内戦前と同じように浜に椰子の葉で葺いた小屋を建て、モンスーンの間滞在するの あ 。魚だけでなくエビ漁も盛んに行われている。






























漁船の大型化と動力化、さら 沖合や遠洋の魚群を発見し効率よく捕獲し販売する技術革新がある。しかし、現在も大半の漁民は沿岸漁業に従事 、大型漁船を購入できるほどの資本蓄積 ない。経営の大規模化をめざ て漁獲量を上げることも重要であるが 燃料費や生産手段の維持費 捻出が困難
な社会では家族経営の安定化を目的とする開発計画も必要である。タンクボートを購入しても、燃料費の高騰に苦しむことになる。収益をあげるためには長期間海上に滞在する必要があり、そのために燃料費がかさむ。タンクボートを売却しようとしても、なかなか買い手がつかない。　
津波後に漁業支援の一環として
複数の漁船や漁具が提供 れたものの、漁業では暮らして けないという理由で 所有者の息子が外国に出稼ぎに出ているという例もある。　
内戦後の漁業に関しては決して
明るい未来があるとは断言できない。多くの漁民が漁業の継続には懐疑的である。しかしスリランカの漁民（主にカラーワというカーストに属する人たち）は漁業以外に様々なチャンスを求めてチャレンジする人たちでもある。漁業に将来性がないから、と短絡的に結論づけるのではなく、豊かさめて新たな可能性に挑戦しているともいえる。大漁 恵まれ複数の漁船を所有する漁業経営者になった漁民、漁業を続 がら魚商になり他のビジネスに進出しになっ 外国に出稼ぎに出
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